


































1、KAMP 成立の経緯 

KAMP 成立の端緒について小西は「外表奇形診断の手引き」の序の中で次のように述べてい

る。 

「…・。厚生省ではかねてから,わが国における先天異常のモニタリングを行政的に実施す

る方策について考究中であったが,県域を地域母集団とするモニタリングシステムを検討

するための実地調査を神奈川県及び神奈川県医師会に対して要請してきた。 

神奈川県及び神奈川県医師会はこの要請について検討の結果,この要請に応じることとし,

神奈川県立こども医療センターにその事務を委任された。そこで,神奈川県産科婦人科医会

と協議の結果,同会所属の産科医療機関の協力を得て本事業を実施することとなった。…

…」 

モニタリングシステムの成否は,企画段階における充分な検討の有無にかかっているので

まずセンター内に,こども医療センター先天異常モニタリング企画委員会(委員長:小西宏

所長）が設置され、先天異常モニタリングの定義や目的の検討,欧米先進国のモニタリング

の動向の調査,モニタリングの方法論の検討などを行った。それに引き続き,県医師会,産科

婦人科医会,こども医療センター,学識経験者などから構成される「先天異常モニタリング

実地調査神奈川班」(班長:小西宏所長)が組織され具体的なモニタリングシステムの立案,

業務の分担などが検討された。1 年半にわたる周到な調査検討により,次に述べる KAMP シ

ステムが成立し,県内各地でもたれたモニタリング調査の実施説明会の後,昭和 56 年 10 月

1 日から本システムは開始された。 


